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Fig. 1 Derivation model of rhythm — divide and in-
tegrate —.
図 2 リズムの派生的成立モデル—音符化と休符化—
Fig. 2 Derivation model of rhythm — change to note

















































































































5. シ ス テ ム
本章では，リズム学習における単純化方略を用いた
自己克服の支援システムである，「Rhythm Tour」に




































（ 1） Rhythm Tourを用いた演習は学習者に受け
入れられるものである
（ 2） Rhythm Tourを用いた演習は十分に没入で
きる活動である
（ 3） Rhythm Tourを用いた演習はメタ認知能力
に依存しない誤りの自己克服を支援している
（ 4） Rhythm Tourを用いた演習はリズム課題の
達成を容易にする
6. 1 実験の流れ



















































Fig. 6 An example of rhythm for experiment.















































Fig. 7 Example of self-overcoming process.
表 1 アンケート項目—課題の比較について—
Table 1 Questionnaire item about comparison of ex-
ercise.
図 8 アンケート結果—工学系被験者—
Fig. 8 Result of questionnaire for subject of faculty
of engineering.
図 9 アンケート結果—音楽教育専攻被験者—








に関する項目の内容と結果を表 1と図 8，図 9に示す．
工学系被験者は三つの項目全てで 14 人中 11 人が単
純化 ON での演習の方がよいという回答をしている．
音楽教育専攻の被験者は D-1で全員，D-2で 7人中 4
人，D-3 で 7 人中 6 名が単純化 ON での演習の方が
よいという回答をしている．工学系被験者と比較して
表 2 アンケート項目—それぞれの演習について—
Table 2 Questionnaire item about each exercise.
図 10 アンケート結果—単純化 ON—
Fig. 10 Result of questionnaire about exercise in sim-
plification ON.
図 11 アンケート結果—単純化 OFF—

















認知に関わる項目の内容と結果を表 2と図 10，図 11





有意差が確認された (U=125, p=0.016)．また B-2と
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C-2について有意水準 1%の元で有意差が確認された





グ (r=0.48, p=0.027)，C-1 と総合的メタ認知能力
(r=0.44, p=0.047) に中程度の相関があり有意水準
5%で有意差が確認された．加えて B-1 と総合的メタ














純化 ON で 3.86，単純化 OFF で 3.71 であった（な
お，初回の試行で間違わずに達成できたのは，一人当











































ケート項目 D-1 で単純化 ON の演習をよい回答とし
た度合との相関分析を行った結果，メタ認知能力の各
領域の得点の合計得点として表される総合的メタ認知
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